


⼆重⾃治会

宮村地区

美麻地区では少子高齢化、過疎化による人口減少が、住民生活に様々な影

響を与えています。

一方で、移住者も多く人口、世帯ともに５０%以上となっています。

自治会の加入率も低下し、共同作業の担い手なども不足しています。

自治会加入世帯世帯数人 口

299世帯（77.9%)384世帯808人美麻地区

60世帯（70.6％）85世帯174人
二重自治

会

１５世帯（51.7％）25世帯５７人宮村地区



⾄⼤町市外

⼤町市美⿇⼆重 宮村地区
⼈ ⼝ ５７⼈
世帯数 ２５世帯

（移住者１８世帯）
⾃治会加⼊世帯数 １５世帯

（移住者 ８世帯）

ーふたえ⾥⼭整備協議会―
（令和２年１⽉３⽇設⽴）
１５世帯、１法⼈、
ボランティア２名



おひさまゆうせつ

�������

おひさま融雪プロジェクト
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■実施内容

二重地区から1km程度

道路中心から、10～20ｍ範囲の

種がこぼれて芽吹いたヒョロと
した木を切ります。

趣旨に賛同いただいている二重
の人の山林から実施します。

切った木は処分しますが、太い
木は寄付していただき、

子供たちに事業を知ってもらう
ためのイベントに使用します。
（地区PTAと連携を確認済）

5月～11月までの間に作業を実施

2月まで融雪効果を検証し報告









30年前

作業後



⽀障⽊53本伐採



切った⽊は
何か使い道が
ないのかい？
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オレ達も年だし
次は参加でき
ないかもしれ

ねーな

参
加
者
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や
き



次回の整備までに何か
対策をしなければ！



提案型施業とは、森林所有者に対して、施業内容、施業実施に必要な経費、⽊材の販売額など、事業を実施した場合の
収⽀を明らかにした⾒積り(森林施業提案書)を提⽰して、森林所有者の施業に対する関⼼を⾼め、森林経営受委託契約
等を締結しつつ、集約化して施業を⾏う取り組みです¹²³. この取り組みには、⼤きく2つの⽬的があります。1つは、複数
の森林所有者からの施業受託により、森林を⾯的かつ継続して管理することです。もう1つは、この取り組みを通じて、
森林組合などの林業事業体も利益を得ることです¹. なお、提案型施業は、森林所有者から施業を依頼されるのを待つの
ではなく、森林組合等の林業事業体の⽅から、現状を⽰した写真などにより具体的に施業の必要性を喚起し、森林所有
者の施業意欲を積極的に引き出すものです²³.

ソース: Bing との会話 2024/1/31
(1) これから提案型集約化施業 進め⽅ ‐林野庁. https://www.rinya.maff.go.jp/j/ken_sidou/forester/attach/pdf/index‐56.pdf.
(2) 施業集約化・提案型施業の 推進について ‐林野庁. https://www.rinya.maff.go.jp/j/keiei/syuyakuka/pdf/siryo3.pdf.
(3) 森林（もり）づくり | 仙北東森林組合. http://www.higashi‐mori.or.jp/association/subsidy/.
(4) 森林施業プランナー・森林経営プランナーの育成について ‐林野庁. 
https://www.rinya.maff.go.jp/j/keiei/syuyakuka/planner.html.
(5) undefined. https://shinrin‐planner.com/%29.

森林整備協議会を作って
間伐事業で面的整備推進

【対策１】⼭林所有者へのアプローチ
不在地主との窓⼝づくり





整備面積
121ha
うち

二重地区
約70ha



不在地主所有

在住者所有林

二重地区
整備面積
約８割の
所有者
から、
里山整備
の賛同を
いただく



移住した人達にとっては、

道路環境は自分事だが、

里山整備は、他人事。

【浮上した課題】



里山整備協議会を作って
山に立ち入る用事を作る

【対策２】⼭林⾮所有者へのアプローチ
将来に向けた⼈材育成

フランスの「地方自然公園制度」を参考に

「公園づくり」

地⽅⾃然公園 (Parc Naturel Regional; PNR)は、フランスの農村振興政策において重要な役割を果たしており、
LEADERやA.O.C.などの成功した農村開発政策と並んで注⽬されています。地⽅⾃然公園は、12年ごとの
「パークチャーター」と呼ばれる計画を作成し、地域の⾃治体や地⽅政府がそれを監視・評価します。ま
た、専⾨スタッフによるサポート体制も整備されており、計画に記載されたプロジェクトを実施するため
の⽀援が⾏われています。



不在地主所有

在住者所有林



現状を保持する地域

積極的に価値づけ（活⽤する）地域

管理する地域





現地踏査

刈払い作業

伐採、不陸整正

１年目の活動



２年目の活動



３年目の活動



３年目の活動



３年目の活動



３年目の活動



３年目の活動



私達の地域にとって
「里山」は、

誰に向けて開かれた山
としたらよいのか？

【開かれた⾥⼭づくりに向けて】

「⾥⼭」とは、集落や⼈⾥に隣接した結果、⼈間の影響を受けた⽣態系が存在する⼭を指します¹. 
⾥⼭は、⽔質浄化や⼟砂災害の防⽌、⼤気浄化などの環境質を保全する機能を持ちます。地域住⺠
が⾃分たちで⾥⼭を整備し、利⽤することで、多くの⼈々が⾝近に親しめる⾥⼭づくりに取り組む
ことを指す「開かれた⾥⼭」という表現もあります². このような⾥⼭整備利⽤地域では、地域の特
徴を活かした⾃⽴的な活動を⾏い、その⾥⼭の魅⼒を広く発信する活動を⾏っています¹ .



地域との連携



地区ＰＴA
との連携

集落周辺の環境整備で刈ったヨシを
活⽤して正⽉のどんど焼きを実施。



美麻小中学校との連携
⾥⼭整備や地域材の活⽤についての授業を９回実施（８〜２⽉）



ボランティアとの連携
ワークキャンプのプログラムとして、全国からボランティアを募集



ボランティアとの連携
ワークキャンプのプログラムとして、全国からボランティアを募集



昭和１０年（１９３５年）頃、出征する人を地域の
人達が総出で見送る様子。
当時は、山林ではなく蕎麦畑が広がっていた。

２０２４年

1935年

里山の整備は時代ごとに、その必要性や

担い手が変化してきた。

地域の人口減少

が進む中、

生活環境を守るため、

住民以外の多くの人が

主体的関われる新しい

扉を開くことが必要。!



ご清聴ありがとうございました。


